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n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t 日 建 連 活 動 報 告

第
一
回「
快
適
職
場
認
定
」の

審
査
結
果
ま
と
ま
る

　
日
建
連
の
労
働
委
員
会
（
今
井
雅
則
委
員
長
﹇
戸
田

建
設
㈱
社
長
﹈）
は
四
月
二
十
七
日
、
第
一
回
「
快
適

職
場
認
定
」
の
審
査
結
果
を
公
表
し
た
。

　
労
働
委
員
会
で
は
、
担
い
手
確
保
・
育
成
に
向
け
た

建
設
作
業
所
の
環
境
改
善
の
推
進
及
び
建
設
業
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
会
員
企
業

の
優
れ
た
取
組
み
の
水
平
展
開
を
図
る
べ
く
二
〇
一
〇

年
度
に
「
快
適
職
場
表
彰
制
度
」
を
創
設
し
、
以
後
七

年
間
に
わ
た
り
毎
年
表
彰
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

こ
の
た
び
、
過
去
の
受
賞
作
業
所
の
施
策
や
国
土
交
通

省
及
び
日
建
連
の
具
体
的
な
取
組
み
方
針
・
目
標
を
審

査
基
準
に
取
り
入
れ
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
作
業

所
を
す
べ
て
認
定
す
る
「
快
適
職
場
認
定
制
度
」
に
移

行
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
各
作
業
所
の

取
組
み
に
は
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
が
多
数
あ
り
、
選

考
に
よ
り
限
ら
れ
た
数
の
作
業
所
を
「
表
彰
」
す
る
の

で
は
な
く
、
作
業
所
の
実
践
を
「
認
定
」
と
い
う
形
で

称
え
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
る
。

　
過
去
七
回
の
表
彰
制
度
で
は
平
均
応
募
数
が
一
五
〇

件
程
度
だ
っ
た
の
に
対
し
、
認
定
制
度
と
な
っ
て
か
ら

第
一
回
目
と
な
る
今
回
は
過
去
の
平
均
を
大
幅
に
上
回

る
三
一
二
件
の
申
請
が
あ
り
、
表
彰
制
度
を
含
め
て
初

め
て
申
請
し
た
会
員
企
業
が
三
社
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

認
定
制
度
に
移
行
し
た
こ
と
で
基
準
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
に
加
え
て
、
各
社
の
職
場
環
境
の
改
善
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
結
果
と
言
え
よ
う
。
審
査
は
、

次
の
三
つ
の
観
点
か
ら
、
合
計
二
一
の
項
目
に
お
い
て

ポ
イ
ン
ト
を
割
り
当
て
る
方
式
を
採
用
し
た
。

◆ 
作
業
員
の
心
身
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
、
作
業

空
間
・
方
法
の
改
善

◆ 

作
業
所
に
お
け
る
、
作
業
員
の
生
活
環
境
向
上
の
た

め
の
施
設
・
設
備
の
設
置
・
整
備
、
及
び
そ
の
適
正

な
維
持
管
理

◆
働
き
方
改
革
に
資
す
る
取
組
み

　
ま
た
、
二
一
項
目
の
う
ち
、
①
作
業
現
場
へ
の
冷
暖

房
機
器
の
設
置
②
国
土
交
通
省
が
定
め
る
快
適
ト
イ

レ
に
準
ず
る
ト
イ
レ
の
整
備
③
冷
暖
房
設
備
付
き
休
憩

室
の
設
置
④
分
煙
対
策
の
実
施
⑤
社
会
保
険
加
入
促

進
へ
の
取
組
み
の
五
項
目
を
認
定
の
際
の
必
須
項
目
と

し
、
そ
の
他
の
項
目
の
加
点
ポ
イ
ン
ト
の
合
計
が
全
ポ

イ
ン
ト
数
の
七
割
を
超
え
た
作
業
所
を
「
快
適
職
場
」、

八
割
を
超
え
た
作
業
所
を
「
快
適
職
場
（
プ
ラ
チ
ナ
）」

と
し
た
。
今
回
認
定
基
準
を
満
た
し
た
作
業
所
は

二
六
三
件
、
そ
の
う
ち
プ
ラ
チ
ナ
認
定
を
取
得
し
た
の

は
一
六
五
件
、
更
に
満
点
の
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
作

業
所
が
三
件
あ
っ
た
。

　
審
査
基
準
は
原
則
毎
年
見
直
さ
れ
、
本
年
度
は
、
日

建
連
が
不
退
転
の
覚
悟
で
推
し
進
め
る
週
休
二
日
の
定

着
に
つ
い
て
、
基
準
の
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

近
年
特
に
活
発
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
政
府
や
業
界
の

様
々
な
取
組
み
を
審
査
基
準
に
反
映
さ
せ
る
と
年
々
認

認定された作業所には認定証と垂れ幕が贈られる。これらを使い、快適
職場として認定されたことを現場内外に幅広くPRしていただきたいと
考えている。

定
の
難
易
度
は
上
が
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

一
定
の
水
準
に
達
す
る
現
場
が
増
え
る
こ
と
は
業
界
全

体
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
応
募
に
先
立
っ
て

審
査
基
準
は
公
開
さ
れ
る
た
め
、
今
後
現
場
の
立
ち
上

げ
段
階
か
ら
基
準
を
満
た
す
作
業
所
を
つ
く
る
流
れ
が

定
着
す
れ
ば
、
建
設
技
能
者
に
と
っ
て
、
ど
の
作
業
所

も
快
適
な
職
場
で
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
る
だ
ろ

う
。
職
場
環
境
の
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

現
場
職
員
の
努
力
が
「
認
定
」
さ
れ
、
そ
こ
で
働
く
建

設
技
能
者
の
就
業
意
欲
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
次
世
代

を
担
う
若
者
た
ち
が
働
き
た
い
と
感
じ
る
業
界
へ
と
生

ま
れ
変
わ
る
べ
く
、
今
後
も
本
制
度
の
充
実
と
発
展
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　認定制度第1回目に312件もの申請をいただいたこと
は、「技能者にとって魅力ある職場環境づくり」に対する
日建連会員各社と各現場の並々ならぬ熱意の表れであり、
それぞれの取組みに深く敬意を表する次第です。
　今回の認定では、作業現場の環境整備だけでなく働き
方改革など様々な項目における快適施策に対して総合
的・網羅的に取り組んでいることを基準としております。
残念ながら認定に至らなかった作業所におかれても、引
き続き職場環境の改善に取り組んでいただきたいと思っ
ています。建設作業所の環境改善に対する日建連会員企
業の取組み姿勢を“見える化”することにより、建設業に
対するイメージアップにつながることを期待しています。

今井労働委員長のコメント

＜中部地方の橋梁・高架構造物工事現場＞＜東日本大震災復興工事現場＞

電気と水道が通っていな
いが、発電機や水槽を用
いて国土交通省仕様の
「快適トイレ」を設置。
こまめな清掃などで維持
管理に努めている。

現場近接の宿舎に、大浴
場2カ所と家庭並みの大
型ユニットバスを4カ所
設置。シャワーは同時に
14名が使用できる。

快適職場
（プラチナ）の
取組み事例

現場に、男女別の快適トイレを設置。
仕切りには目隠しフェンスを使用し
ている。

鍵


